
【宣言情報】

＜宣言＞

　私たちは、職員一人ひとりがやりがいを持って働き続けられる魅力ある職場づくりの取組を以下のと
おり行い、それを積極的に公表することを宣言します。

取組期間 年 4 月 1 日 31 日

宣言達成のための取組

(大項目２項目以上から、小項目１項目以上の取組を行うこと。）

大項目 小項目

具体的取組

自己
評価

現在の状況
※「今後取り組む項目」及び「現在の取組
を公表したい項目」を具体的に記載

～ 年 3 月

将来の目標

2023 2024

年度事業計画と目
標を職員に明確に
示している

◎
事業計画と目標は法人全体、事業所単位
で作成し、全体会議で周知、事業所ごとの
勉強会で共有している。

現場からのアイデ
アや意見・提案を
吸い上げる機会を
設けている

○

プリセプター制度により、職員個々からの
意見・提案を吸い上げ、リーダー会議や管
理職会議等で検討、予算申請を行ってい
る。

→

→

記録・報告、ミー
ティング等で、利用
者等に関する情報
の共有を徹底して
いる

→

自法人・事業所を
取り巻く環境や今
後の課題について
話し合う機会を設
けている

→

情
報
共
有
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

理念、方針、ビジョ
ンを職員に周知・
徹底している

○
法人理念はいつでも確認できるように携
帯カードにして個々へ配布。　職員に周知
されている。

→

その他（上記以外・
自由記載） →

法人名：社会福祉法人かんら会（宣言番号：350170）



大項目 小項目

具体的取組

自己
評価

現在の状況
※「今後取り組む項目」及び「現在の取組
を公表したい項目」を具体的に記載

将来の目標

労
務
管
理

業務の見直しや
IＣＴの導入等によ
り、勤務時間や仕
事内容で過重な負
担を強いないよう
にしている

○

一部ICTの導入が遅れている事業所があ
り、記録や書類の管理に時間がかかり、
職員の過重負担、サービスの質の停滞に
繋がっている。 →

パワハラ・セクハラ
の予防・解決に向
けた取り組みを
行っている

○

ハラスメント対策のための規程やポスター
を作成。相手を尊重し合いながら働くよう
呼び掛けている。 →

積極的にICTを活用。既存のシステムを活用す
るとともに、新規に記録システムを導入。記録
に係る時間を削減。更なるサービスの質の向
上を図る。

職員が子育てや介
護、病気の治療な
どをしながらでも仕
事を続けられる支
援を行っている

○

シフト調整や時短勤務等で、女性や障害
者の方が働きやすい環境を整えている。

→

相談窓口を設置す
るなどして職員の
不満・不安を聞く機
会を設けている

○

半年に１度定期的に職員面接を行ってい
るものの、相談窓口等の設置はなく、日常
的な不満や不安を聴く機会を設けられて
いない。 →

内容に関わらず相談できる窓口を設置・周知す
る。

評価基準を示し、
仕事ぶりや能力に
ついて面談による
フィードバックを
行っている

○

独自の評価基準を作成し、自己採点を実
施。結果をもとに個人面接で上司との意
見交換や不安点等の相談ができる。

→

職員一人ひとりの
心身の健康に配慮
する取り組みを
行っている

○

定期健康診断は年齢に応じたがん検診を
福利厚生として追加。深夜業従事者健
診、生活習慣病健診への共済補助有。
毎年法人負担によりインフルエンザ予防
接種を実施している。

→

その他（上記以外・
自由記載） →

賃金の決め方・上
げ方をルール化
し、明確に示して
いる

→

仕事ぶりや能力な
どの評価を踏ま
え、何らかの処遇
改善につなげてい
る

○

評価票に基づき、自己評価と上司による
評価を併せ賞与等に反映させている。

→

人事制度を実態に
合った制度とする
ため、適宜検討や
見直しを行いなが
ら運用している

→

評
価
・
報
酬

一人ひとりの果た
すべき役割や目標
について話し合い
を行っている

○

年２回の個人面談を実施し、期待されてい
る役割等について個々に伝えている。

→

その他（上記以外・
自由記載） →



大項目 小項目

具体的取組

自己
評価

現在の状況
※「今後取り組む項目」及び「現在の取組
を公表したい項目」を具体的に記載

将来の目標

　【自己評価】　◎・・・十分達成、○・・・おおむね達成、△・・・不十分、×・・・未達成

人
材
採
用
・
育
成

自法人・事業所の
現状分析をもと
に、必要な人材の
募集・採用を行っ
ている

○

人員配置の最適化を考え採用・異動を
行っている。

→

研修体制の整備
や自己啓発支援な
どを通じ、職員の
スキルアップを
図っている

○

資格取得に対する報奨金制度、資格手当
制度で、意欲向上を図っている。費用施設
負担で認定特定行為業務従事者の認定
を取得できる。自由参加の研修について
の情報提供、参加申込の代行等を行って
いる。動画研修システムを導入し、自由に
受講することができる。

→

その他（上記以外・
自由記載） →

→

魅力ある職場づく
りを行い、求職者
に適切な方法で発
信している

○

新規採用と人材定着には課題有。若い人
が安心して働き続けられる環境整備が必
要。

→

奨学金返済中の新卒者等に対し、返済を補助
する手当を創設。返済の負担を減らすととも
に、学ぶことを応援し、学んだ成果を積極的に
発揮できる職場を目指す。

その他（上記以外・自由
記載） →

高齢者をはじめ多
様な人材が活躍で
きる職場を整備し
ている

○

就労時間の調整、事業所の配置、職務内
容の調整などで、個々の事情に合わせて
働ける環境を整備している。 →

職
場
環
境
・
組
織
風
土

多様化・複雑化す
る介護ニーズに
チームで対応して
いる

→

有給休暇の取得
促進に向けた体制
を明確化し、取得
しやすい環境を整
備している

→

利用者や利用者
家族からのクレー
ムや過度な要求に
は組織で対応して
いる

各事業所での支援方法、施設内行事、使
用物品の選定や発注など、各部署で主体
性を持って管理している。また各委員会や
行事等も職員主体で計画・運営している。

→

その他（上記以外・
自由記載） →

→

主体性を尊重し、
仕事を任せ、それ
を支援する組織風
土がある

○

新人・リーダー・管
理職などの階層に
応じた教育を体系
的に行っている

→

将来のキャリア形
成について、支援
やアドバイスを
行っている


